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テ
ン
ダ
ン
ト
・
グ
ラ
ン
ド

ス
タ
ッ
フ
志
望
の
学
生
た

ち
が
ド
ー
ナ
ツ
や
ド
リ
ン

流
の
場
に
な
る
。

　

 

両
日
、
ヘ
リ
遊

覧
飛
行
（
有
料
）
や

パ
ラ
モ
ー
タ
ー
展
示

飛
行
、「
Ｗ
ｉ
ｎ
ｇ

　

Ｄ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ　

Ｃ

ｏ
ｍ
ｐ
ａ
ｎ
ｙ
（
ダ

ン
ス
部
）」
の
ダ
ン

ス
・「
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ　

Ｏ
ｒ
ｃ
ｈ
ｅ
ｓ
ｔ
ｒ

ａ　

Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ａ
ｎ

ｙ
（
吹
奏
楽
部
）」

展
示
飛
行
や
Ｃ
Ａ
カ
フ
ェ
、
ド
ロ
ー

ン
体
験
、
精
鋭
特
殊
技
能
交
流
も

日
本
航
空
学
園
青
梅
で
「
航
空
祭
」

ヘ
リ
遊
覧
飛
行
（
有
料
）

隊
特
殊
部
隊
員
、

海
上
保
安
庁
特
殊

部
隊
員
、
現
役
消

防
士
な
ど
が
一
堂

に
会
し
、
鍛
え
上

げ
た
技
術
と
体
力

を
競
い
合
う
精
鋭

特
殊
技
能
交
流
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
。
迫

力
あ
る
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
目
の
前

で
見
ら
れ
る
。

　

女
子
中
高
生
を

は
じ
め
幅
広
く
人

気
を
集
め
る
Ｃ
Ａ

カ
フ
ェ
は
、
大
学

校
の
キ
ャ
ビ
ン
ア

　

日
本
航
空
学
園
青
梅
キ

ャ
ン
パ
ス
（
青
梅
市
長
淵

2
）
で
10
月
18
日
・
19

日
、「
日
本
航
空
学
園 

Ａ

Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｍ
Ｙ　

Ｆ
Ｅ
Ｓ

Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｌ
（
航
空
祭
）」

が
開
催
さ
れ
る
。
両
日
、

展
示
飛
行
や
ド
ロ
ー
ン
体

験
、
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
、

多
数
の
模
擬
店
、
飲
食
ブ

ー
ス
な
ど
で
丸
１
日
楽
し

め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意

さ
れ
た
。

　

同
学
園
は
昨
年
1
月
の

能
登
半
島
地
震
で
、
石
川

県
輪
島
市
か
ら
青
梅
市
に

キ
ャ
ン
パ
ス
を
移
転
し
て

い
る
。
同
キ
ャ
ン
パ
ス
で

の
「
航
空
祭
」
は
昨
年
に

次
い
で
2
度
目
。
能
登
復

興
へ
の
願
い
を
届
け
る
と

と
も
に
地
域
住
民
と
の
交

の
吹
奏
楽
・
書
道
部
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
多
彩

な
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
、
留

学
生
と
の
交
流
や
ド
ロ
ー

ン
体
験
な
ど
が
楽
し
め

る
。
大
学
校
生
・
高
校
生

に
よ
る
多
数
の
模
擬
店
、

飲
食
ブ
ー
ス
の
ほ
か
、
昨

年
に
次
い
で
「
能
登
の
物

産
販
売
」
コ
ー
ナ
ー
も
設

け
ら
れ
る
。

　

注
目
は
初
企
画
の
「
Ｄ

Ｅ
Ｅ
Ｔ
精
鋭
特
殊
技
能
交

流
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
」（
10

月
18
日
の
み
）。
元
自
衛

「航空祭」への来場を呼びかける学生たち（上）
大学校生・高校生による多数の模擬店も（右）

精
鋭
特
殊
技
能
交
流

ク
を
販
売
し
、
心
を
込
め

て
も
て
な
す
。

　

両
日
と
も
日
本
航
空
大

学
校
・
高
校
の
入
学
相
談

ブ
ー
ス
が
開
設
さ
れ
、
入

学
に
関
す
る
質
問
・
相
談

を
受
け
付
け
る
。
18
日
は

高
校
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
も
開
く
。

　
「
航
空
祭
」
の
開
催
時

間
は
両
日
と
も
9
時
～
16

時
。
駐
車
場
に
限
り
が
あ

り
、公
共
交
通
の
利
用
を
。

河
辺
駅
南
口
か
ら
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
を
運
行
す
る
。

　

開
催
時
間
は
10
時
～
18

時
（
最
終
日
は
17
時
ま

で
）。
入
場
無
料
。
10
月

15
日
ま
で
。

　
「
ス
ト
ロ
ン
グ
小
林
展 

第
2
弾 

懐
か
し
き
昭
和

プ
ロ
レ
ス
展
」
が
10
月
10

日
か
ら
西
友
河
辺
店
（
青

梅
市
河
辺
町
）
で
開
催
さ

れ
る
。
２
０
２
３
年
12
月

に
開
い
た
同
名
展
の
続
編

と
な
る
も
の
で
、
前
回
伝

え
き
れ
な
か
っ
た
ス
ト
ロ

ン
グ
小
林
選
手
の
偉
業
を

さ
ら
に
掘
り
起
こ
す
ほ

か
、
力
道
山
か
ら
タ
イ
ガ

ー
マ
ス
ク
ま
で
「
昭
和
プ

ロ
レ
ス
の
素
晴
ら
し
さ
」

を
伝
え
る
も
の
に
な
る
と

い
う
。

　

青
梅
市
出
身
の
小
林

選
手
（
本
名
＝
小
林
省

た
。

　

凱が
い
せ
ん旋
後
は
国
際
プ
ロ

レ
ス
の
エ
ー
ス
と
し
て

活
躍
。
１
９
７
１
（
昭

和
46
）
年
に
は
Ｉ
Ｗ
Ａ

世
界
王
座
を
奪
取
し
た
。

１
９
７
４
（
昭
和
49
）
年

3
月
、
蔵
前
国
技
館
で

ア
ン
ト
ニ
オ
猪
木
戦
に

臨
み
大
注
目
を
集
め
た
。

１
９
７
５
（
昭
和
50
）
年

に
は
新
日
本
プ
ロ
レ
ス
に

入
団
し
、
以
後
新
日
本
の

リ
ン
グ
に
立
ち
続
け
た

が
、
１
９
８
１
（
昭
和

56
）
年
か
ら
腰
痛
を
悪
化

さ
せ
長
期
欠
場
に
入
り
、

１
９
８
４
（
昭
和
59
）
年
、

福
生
市
体
育
館
で
の
試
合

を
最
後
に
現
役
を
引
退
し

た
。

　

会
場
で
は
、
写
真
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
、ポ
ス
タ
ー
、

等
身
大
の
パ
ネ
ル
の
ほ

か
、
関
わ
り
の
あ
る
遺
品

な
ど
を
展
示
。
小
林
選
手

を
は
じ
め
力
道
山
、
ジ
ャ

イ
ア
ン
ト
馬
場
、
モ
ン
ス

タ
ー
ロ
シ
モ
フ
こ
と
ア
ン

ド
レ
・
ザ
・
ジ
ャ
イ
ア
ン

ト
、
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
・
ペ

ア
ら
の
勇
姿
も
伝
え
る
。

　

実
行
委
員
長
の
持
田
一

博
さ
ん
は
「
小
林
選
手
と

昭
和
プ
ロ
レ
ス
の
す
ご
さ

を
垣
間
見
ら
れ
る
展
示
に

な
る
。
マ
ニ
ア
は
も
ち
ろ

ん
、一
般
の
方
に
も
驚
き
、

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
と
思

う
」
と
話
す
。

青
梅
・
西
友
河
辺
店
で
「
ス
ト
ロ
ン
グ
小
林
展
」
第
2
弾
開
催
へ

昭
和
プ
ロ
レ
ス
を
広
く
紹
介

三
）
は
２
０
２
１
年
12
月

に
81
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

１
９
４
０
（
昭
和
15
）
年
、

東
京
・
本
郷
生
ま
れ
。
戦

争
で
青
梅
に
疎
開
し
、
同

市
で
育
っ
た
。

　

25
歳
の
時
に
ボ
デ
ィ
ー

ビ
ル
の
会
場
で
国
際
プ

ロ
レ
ス
の
吉
原
功
社
長

に
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
入
門
。

１
９
６
７
（
昭
和
42
）
年
、

日
本
人
初
の
覆
面
レ
ス
ラ

ー
「
覆
面
太
郎
」
と
し
て

デ
ビ
ュ
ー
し
た
。そ
の
後
、

素
顔
と
な
り
リ
ン
グ
ネ
ー

ム
を「
ス
ト
ロ
ン
グ
小
林
」

に
改
名
。
欧
米
の
マ
ッ
ト

を
転
戦
し
、
実
績
を
残
し

展示会の準備を進める持田さん

羽村市郷土博物館開館 40周年
　

羽
村
市
郷
土
博
物
館

（
羽
村
市
羽
）
は
開
館
40

周
年
記
念
と
し
て
10
月
1

日
か
ら
「
生
誕
１
４
０
年

　

中
里
介
山
展
」
を
開
催

す
る
。
文
豪
・
中
里
介
山

に
関
す
る
記
念
展
示
と
記

念
講
演
会
を
行
う
。

　

同
郷
土
博
物
館
は

１
９
８
５
（
昭
和
60
）
年

4
月
に
開
館
。
市
民
の
文

化
的
創
造
を
育
む「
学
び
」

の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て

き
た
。
同
市
の
自
然
・
風

土
・
歴
史
・
文
化
に
関
係

す
る
資
料
の
収
集
、保
存
、

調
査
研
究
を
行
い
、
成
果

を
展
示
や
学
習
会
、
資
料

の
刊
行
な
ど
を
通
じ
て
公

開
し
て
い
る
。

　

介
山
は
若
い
頃
は
社
会

主
義
に
傾
倒
し
、
日
露
戦

争
下
に
は
「
平
民
新
聞
」

に
反
戦
詩
を
発
表
し
た
。

１
９
０
６
（
明
治
39
）
年
、

都み
や
こ

新
聞
社
に
入
社
。
文

筆
の
才
を
発
揮
し
、「
氷

の
花
」「
島
原
城
」
な
ど

の
連
載
小
説
を
手
が
け
、

代
表
作
「
大
菩
薩
峠
」
は

後
の
大
衆
文
学
に
大
き
な

影
響
を
与
え
、
映
画
に
も

な
っ
た
。
晩
年
は
羽
村
に

「
西
隣
村
塾
」
を
開
き
、

文
壇
か
ら
離
れ
て
「
超
然

と
し
た
」生
活
を
送
っ
た
。

１
９
４
４
（
昭
和
19
）
年

4
月
28
日
、
59
歳
で
亡
く

な
っ
た
。

　

展
示
は
、
介
山
の
出
生

か
ら
晩
年
ま
で
を
実
物
資

料
や
写
真
で
振
り
返
る
。

「
大
菩
薩
峠
」
は
直
筆
原

稿
や
挿
絵
の
原
画
な
ど
を

展
示
し
、
紹
介
す
る
。
開

催
時
間
は
9
時
～
17
時
。

12
月
7
日
ま
で
。
入
館
無

料
。

　

10
月
12
日
に
は
プ
リ
モ

ホ
ー
ル
ゆ
と
ろ
ぎ
（
同
市

緑
ケ
丘
）
で
「
異
能
の
人
・

中
里
介
山
‐『
大
菩
薩
峠
』

を
ど
う
読
む
か
」と
題
し
、

日
本
大
学
名
誉
教
授
の
紅

野
謙
介
さ
ん
が
記
念
講
演

を
行
う
。
14
時
～
16
時
。

受
講
無
料
。

記念展および講演会開催
「生誕１４０年　中里介山展」


